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こ
の
研
修
は
、
年
々
多
様
化
す

る
学
生
が
１
日
で
も
早
く
大
学
生

活
拒
溶
け
込
み
、

新
し
い
友
達
を

つ
く
り
、
楽
し
い
キ
ャ
ン
パ
る
フ

イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（．

前
日
ま
で
危
ぶ
ま
れ
た
天
侯
も

嵐
発
ま
で
に
は
絶
好
の
研
修
口
和

と
な
り
、
バ
ス
重
台
に
分
乗
し
た

新
入
生
３
２
４
人
、
引
率
の
教
鞍

員
開
人
の
総
勢
３
８
９
人
な

一
路

最
初
の
国
曲
地

一
つ
ま
恋
リ
ブ
Ｅ

卜
」
へ
向
っ
た
ｃ

「
つ
ま
恋
リ
デ
ー
ト
一
で
な
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ス
タ
イ
プ
ラ

リ
ー
に
興
じ
、
そ
し
て
空
腹
を
ね

え
て
花
舎
今
君
い
た
。
舘
曲
寺
温

泉
の
病
（
いで
は
口甘
遷
の
豪
幸
な
タ

食
、
大
広
蘭
で
の
食
事
は
修
学
旅

行
以
来
か
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
獲

食
べ
て
い
た
◆
夕
食
の
後
な
全
体

ミ
‥
テ
ィ
ン
グ
、
つ
ま
恋
で
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
疲
れ
が
畠
た
の

か
、
少
し
験
そ
う
な
様
子
も
見
ら

え
、
退
届
な
薄
簡
だ
っ
た
か
。

し
か
し
、
そ
の
あ
と
嫁
各
自
蔀

屋
で
の
集
し
埜
議
ら
い
の
時
間
、

ど
う
も
時
間
を
忘
れ
朝
ま
で
話
し

て
い
た
者
も
い
た
◇
こ
れ
が
学
生

生
活
だ
。

一
夜
が
明
け
て
、
午
前
中
は
遊

園
地
、
動
植
物
園
で
フ
リ
，
タ
イ

ム
、
そ
し
て
茎
然
の
ご
と
く
車
や

の
爆
建
を
経
て
午
後
３
時
無
事
大

）写
公
戻
っ
た
ｃ

大
学
へ
戻
る
と
同
時
雑
空
が
泣

き
議
し
た
。
何
と
ラ
ッ
キ
ー
な
研

修
で
あ
？
定
こ
と
か
。
こ
の
研
修

た
漆

を

通
じ
て
、
朝
二

金

す
で
良

き
友
と
歳
会

い
、
楽
し
く
充
実
し

た
キ
ヤ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

て
も
ら
い
た

い
。

歯
学
郡
新
入
生
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
る
学
外
研
修
が
、

４
月

欝
目
、
望
Ｂ
の
２
層
問

に
わ
た

り
、
二
重
県
鈴
鹿
サ
再

キ
ッ
ト
の
施
設
を
利
用

し
て
常
冠
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
に
は
、

新
入
生
１
３
１
名
の
内

１
２
５
慈
が
参
加
し
、

醜
率
教
員
７
名
及
び
事

務
験
長
３
名
が
同
行
し
た
９

■
日
目
、　
一
行
は
、
午
ェ爾
９
時

３。
分
に
貸
し
切
リ
バ
マス

３
台
に
分

乗
し
て
本
群す
営
離
発
し
、
鈴
廃
サ

ー
キ
ッ
ト
到
若
。
ク
ラ
ス
射
に
写

真
の
撮
影
を
し
た
後
、
午
後
の
研

修
ま
で
の
特
聞
を
昼
食
を
と
る
な

ど
し
て
自
由
に
過
ご
し
た
。

年
後
１
特
か
ら
鶏
２
時
間
、
同

施
設

「グ
ラ
ン
プ
リ
春
Ｉ
ル
」
に

お
い
て
全
然
研
修
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
夢

惨
で
は
、
引
傘
し
た

警
員
か
ら
、
教
務
密

医

学
生
生
活
関

医

課
金
観
踊
係

を
中
心
に
大
学
生
と

し
て
の
心
樺
た
、
自

覚
の
必
要
性
、
学
生

生
活
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
。

全
然
研
修
が
燈
Ｊ

し
た
後
、
学

生
遂

は
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
内
の
本
テ

ル
で
痣
濃
手
誓

を
湊
ま
せ
、
夕

食
ま
で
の
約
３
簿
聞
、
少
人
数
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
研
修
を
行

っ
た
。

こ
の
研
修
は
、学
生
相
互

の
親

睦
、
友
人
関
係
の
育
成
が
主
眼
で

あ
り
、
思
い
思
い
に
鈴
麓
サ
ー
キ

ッ
ト
の
施
設
を
利
用
し
て
有
意
義

な
時
聞
を
通
ご
し
た
。

夕
食
時
間
を
進
え
る
頃
に
は
全

長
う
ち
解
け
、
大
食
堂

に
お

い

て
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

夕
食
後
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢

ｒ

／

′

法
学
部

。
経
営
学
部

法
学
部

・
経
営
学
部
は
、
４
月
郷
覇

，
２．
鐵
の
面
目
、
新
入
と
を

対
象
と
そ
才た
学
外
砺
修
を
静
爾
県
の
つ
ま
恋
リ
ブ
ー
ト
、
浜
名
繊
籠

曲
孝
温
泉
で
実
施
し
た
◇
す
で
拒
歯
学
部
で
は
恒
例
の
研
修
で
あ
る

が
、
法
学
郡

，
維
言
学
部
で
は
ス↑
年
が
初
め
て
の
実
施
と
な
っ
た
じ

／

ノ

楽しい夕食のひととき。研修の疲,_を はど
こへやら一。楽しい時湖はまだまだ続 く。

グランプリ小―ルで行われた全体47修。
学生生活委員長 岩久才女授の話を熟心に聞き入る学生。

部
屋
蘊
一尿
り
、
１
目
厨
の
研
修
の

中
か
ら
各
自
が
テ
ー
マ
を
選
び
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

２
日
目
は
、
基
発
ま
で
の
時
間

が
自
由
時
間
と
し
て
設
定
さ
れ
て

お
り
、
各
自
で
朝
食
を
と
り
、
鈴

蔑
サ
ー
キ
ッ
ト
の
施
設
内
で
自
由

特
蘭
を
過
ご
し
た
。

２
日
鍵
の
漂
種
を
終
え
た

一
行

は
、
午
後
１
時
拗
分
に
鈴
鹿
サ
ー

キ
ツ
ト
を
バ
ス
で
離
発
し
、
午
後

４
時
に
大
一子
に
帰
若
し
た
。
短
い

日
程
で
あ
っ
た
が
、
全
員
元
気
に

Ｔ〓
だ
し
た
研
修
を
終
え
た
。

学

部
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はなみずき

物

理

学

の

「慣

性

の
法

型

拒
ま
る
と
、

静
と
し
て
い
る

物
体
は
そ
の
ま

ま
の
静
上
状
態

を
、
等
速
で
動
い
て
い
る
物

体
は
そ
の
ま
ま
の
運
動
を
、

そ
れ
ぞ
れ
続
け
ま
う
と
す
る
。

現
今
の
巌
し
い
経
済
情
勢

の
も
と
で
企
業
や
縦
綾
は
事

業
構
造
や
仕
組
み
の
改
革
、

業
務
方
法
の
改
善
に
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し

改
革
に
際
し
て
は
、
過
去
の

ル
…
ル
と
相
容
れ
な
い
シ
ス

テ
ム
の
生
成
が
要
求
さ
れ
る

し
、そ
れ
に
伴
っ
て

一
時
的
な

効
率
の
ダ
ウ
ン
が
必
ず
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
伴
う
も
の
で

あ
る
９
そ
し
て
こ
れ
ら
は
政

革
反
対
派
に
Ｌ

っ
て
は
揚
足
ヽ

取
り
の
絶
好
？
み
夕
と
な
る
ｃ

改
革
に
伴
う
痛
み
や
過
渡

約
な
仕
事
の
増
加
を
恐
れ
て

い
て
球
現
状
を
打
開
す
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
。
新
し
い

稚
組
を
全
で
過
去
の
規
範
の

中
に
押
込
め
て
も
う
ま
く
い

く
な
ず
が
な
い
し
、
そ
の
結

果
故
革
の
意
欲
が
削
が
れ
る
。

人
間
の
心
の
中
に
は
常
蕉

変
革
を
避
け
る

一慣
性
の
法

則
一
が
働
く
。
改
革
に
携
わ

る
人
は
ま
ず
も
っ
て
自
己
の

心
と
の
政
い
に
勝
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ゥ
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こ
の
ほ
ど
、
本
学
の
２
０
０
ほ
年
度
入
試
の
概
要
が
決
定
さ
れ
、
ｒ
よ
い
よ
来
る
べ
き
２．

世
紀
入
試
を
辺
え
よ
う
と
し
て
い
る
．
２
０
０
０
年
度
入
試
に
引
き
続
き
、

２．
世
紀
今
刺
け

て
の
大
学
改
革
の

一
環
Ｌ
し
て
、
志
歴
老
増
貌
焙
策
に
つ
い
て
改
善
が
進
め
ら
れ
、
学
長
を

中
心
Ｌ
し
て
様
々
な
検
討
が
繰
り
返
う
な
さ
れ
た
。
詳
し
い
入
試
日
程
等
燎
、
次
の
と
お

法
碁子
郡

・
経
冨
事
部
″
ち

い
て

は
、
基
本
と
な
る
入
試
区
分
は
今

年
度
ま
で
と
変
更
は
な
い
が
、
臨

定
の
廷
長
計
画
に
基
づ
き
３
学
科

Ｌ
も
０
奮
本人
員
が

一
割
つ
づ
租
減

さ
れ
る
こ
と
及
び
２
０
０
０
４
痘

入
試
の
点
願
室
笙
張
を
踏
ま
え
、
各

入
試
区
分
一
▼
一の
募
集
人
員
の
配

分
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
◆

◇

◇

◇

◇

一指
定
枝
推
薦
入
試
一

一募
集
人
良
一
法
婚
名
、
稚
営
４。

名
、
情
報
２。
名

一試
験
日
一
平
成
１２
年
■
月
５
日

０

（３
学
科
同
日
）

一試
験
科
霞
一
蔽
棲
票
作
成
、
種

棲

（８
学
科
共
通
）

一試
験
食
場
一
本
学

●
谷
ヱ
人

の
一畢
履
庁↑
よ
＆
（
翌
れ

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
、
指
定
校
数
を
大
幅

に
婚
や
す
こ
Ｌ
を
と
″た
。
ま
ず
、

嵯
早
．県
及
び
篠
響
祭
の
指
定
校
に

つ
い
て
は
大
幅
な
拡
充
を
行
う
と

共
に
、
全
制
約
な
指
定
校
の
星
閣

を
図
で
ど
で
、
北
涯
運
か
ら
沖

縄
ま
で
過
去
の
交
綬
に
基
づ
き
指

定
校
を
選
定
し
た
（

◇

◇

◇

◇

一
一
餓
掻
薦
入
試
一

言
雀
（人
員
卜
法
１
０
０
名
、
経

営
１
０
０
嘉
、
情
誠
５。
名

一試
験
理
「
法
　
平
成
■２
年
五
月

澪
国
笠

・
経
営
争
平
成
１２
年
■
月

蛉
日
的
午
蒻

・
情
報
―
立
Ｌ
痰
姥
年

１．
月
蛉
瑠
０
年
後

一試
験
科
量
一臓
核
軽一一徐
成
、一囲
接

顎
験
会
量
答
獄

生
仰屋

０
従
来

一
般
推
蒋
入
試
は
太
喜
子
の

み
を
会
場
と
Ｌ
て
行
っ
て
き
た
が

受
験
生
の
魚
振
を
軽
減
す
る
た
み

本
学
の
志
願
者
の
中
心
と
な
る
毎

古
屋
市
に
新
た
に
一試
験
場
を
設
け

る
こ
と
と
し
た
（）

◇

◇

◇

◇

一特
襲
選
抜
入
試
一

琶
密
猟
入
僻【
一３
学
科
と
も
工
後す
箸

輩無
験
困
一
◇
ス
ポ
…
プ
活
動
～

平
成
諺
年
■
月
６
露
傷

（３
学
科

同
日
）

。
Ｏ
資
格
取
得
士
瞳
時

・

○
社
会

，
文
化
活
動
―
随
時

顎
玲森
量

霊
削
票
を
経
た

う
え
で
、
面
接

（３
学
凄
共
通
）

一試
験
会
場
一一
杏
７

０
こ
の
入
試
の
選
抜
の
対
一家
と
な

る
学
生
は
、
①
ズ
ポ
ー
ツ
に
お
い

て
優
秀
な
成
続
を
修
め
た
者
、
②

一最
一基
舟
塗
各
写
寺
に
資
格
を
取
得

し
た
者
、
０
と
徒
会
活
動
、
課
外

活
動
、
社
会
活
動
で
治
躍
し
た
者

等
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
、
来
年

夏
は
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
褒

頼
を
有
す
る
学
生
を
積
極
約
に
受

け
入
れ
る
方
針
で
あ
る
，
こ
の
入

試
の
特
後
は
、
患
願
が
睡
時
認
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
受
験
生

本
人
が
自
己
権
篇
に
よ
り
申
し
基

る
方
法
や
、
Ａ
Ｏ

（ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
オ

，／イ
と

会
軽隷
の
書
塁
す

に
よ
る
ス
カ
ウ
ト
細
が
導
入
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
じ
ま
た
、
こ

の
入
試
に
は
特
典

（捨
慶
発
学
生

組
笈
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ス

２
０
０
０
年
秋
季

入

試

概

要

朝
日
大
学
で
は
、
国
際
化
及
び

大
学
へ
の
入
学
機
会
の
複
数
回
化

を
積
紅
時
に
提
進
す
る
た
め
に
、

昨
年
度
か
ら
秋
季
入
学
制
度
を
導

入
し
た
が
、
今
年
度
は
、
さ
ら
に

こ
の
秋
季
入
試
の
入
塾
区
分
に
外

国
人
留
学
生
の
粋
を
鼻鞣
け
る
。
海

外
の
セ
メ
ス
タ
ー
制
度
に
沿
っ

た
、
４
年
後
の
秋
に
卒
業
で
き
る

棒
幹
榊
梯
騨
『
警
笹
禅
弾
弾
埠
拗

一靱

お
、
秋
李
入
笠
程
ハら
せ
た
競

経

職
墓
稼
爺
て
咎狂循
し
て
い
る
。　

部

略
鰺
噂
均
、
入
試
隠
程
等
は
次
の

　
韓
一

ポ
ー
プ
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
者
に
対
し
て
の
授
業
料

・

施
設
維
登
賃
の
４
年
間
全
額
免
除

細
真

入
学
持
の
誓
姦
残
免
細

度
が
あ
る
。
資
格
取
得
老
に
対
し

て
も
、
資
格
支
援
紙
度
に
よ
り
奨

筆
拳
が
とそ給
さ
れ
る
観
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

◇

◇

◇

◇

【ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試
】

害
奮
穴
星

法
２。
名
、
経
一雪乃

気

轄
銀
Ю
名

中試
験
日
一
平
成
乾
年
二
月
ｎ
日

⑪
わ試
験
科
日
事
国
語
こ

・
Ｈ
」
及

び

！英
語
Ｉ

・
Ⅱ
」
の
２
我
目

一試
験
会
場
一
本
学

０
こ
の
入
試
は
、
入
学
試
験
の
成

績
が
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
事
責

を
減
免
す
る
観
度
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
入
試
で
は
、
不

合
格
に
な
っ
た
者
で
つ
ち
ゝ
合
格

者
に
準
じ
良
好
な
成
績
で
あ
っ
た

者
に
つ
い
て
は
、
２
月
に
行
わ
れ

る

一
般
入
試
を
免
除
し
合
袴
と
す

る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
優

秀
な
学
生
が
多
数
受
験
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
９

◇

◇

◇

◇

一
一
般
入
試

（議
期
こ

一募
集
人
員
一
法
１
０
０
名
、
経

営
１
０
０
負

煙
酪
名

一試
験
瑾
〕
平
成
１３
年
２
月
１
霞

櫛
～
２
月
５
Ｂ
働
試
験
日
自
由
選

択
訳
験
科
量

「園
菰Ｔ

・
」
ュ

一日
本
史
Ｂ
≒
世
界
史
Ｂ
４
毅

学
工
・数
碁すＡ
（筆
＞生さ
‐一
緞
災

語
Ｉ

・
Ⅱ
一
か
ら
２
科
目
選
択

中談

〈盪

金

、
魯

屋
、

基
泉
、
浜
松
、
金
沢
、
二番
燦

０
こ
の
入
試
は
、
試
験
爾
瘤
由
選

択
制
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
受
験

生
は
、
試
験
日

，
学
部
学
科
を
試

験
期
薦
中
に
自
途
に
選
択
し
、
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
９
受
験
生

は
、
他
の
大
学
と
試
験
ヨ
が
重
な

っ
て
も
、
全
く
気
に
す
る
＞」と
は

な
く
、
自
分
の
入
り
た
い
学
科
を

何
度
で
も
受
験
で
き
る
。

◇

◇

◇

◇

空
般
入
試

（後
期
茎

捧募
集
人
員
尋
法
１０
名
、
経
営
蛉

名
、
惰
款
５
嘉

”試
験
日
〕
平
成
１３
年
３
月
３
日

ω

訳

験
科
畷
〓
国
語
Ｉ

・
Π
≒
日

本
史
Ｂ
Ｌ
世
界
史
Ｂ
名
数
学
Ｉ

マ

数
学
会

数
と
哉
ご

一英
語
五

・

Ｅ
」
か
ら
２
科
目
選
択

「試
験
会
盪

衣
事
、
名
古
屋

◇

◇

◇

◇

【大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試

（前
期
こ

寮
奎
天
員
〕
族
５
名
、
経
冨
５

負

擢録
３
名

一選
抜
方
法
〕
本
学
独
自
の
試
験

は
課
さ
な
い
。
セ
ン
タ
‥
試
験
の

全
て
の
教
科

・
科
目
の
う
ち
、
受

験
し
た
葛
得
点
の
２
教
科
２
科
目

を

平
成
１３
年
二
月
９
爾
鉤
か
ら
２

月
８
日
錦
ま
で
が
崖
履
翔
聞

【大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試

（後
期
ご

「募
集
人
員
〕
法
５
名
、
経
営
５

名
、
燈
報
２
名

暇
迭
抜
方
法
一
前
期
と
同
じ
っ
平

成
お
年
３
月
５
睦
例
か
ら
３
月
レ

日
御
ま
で
出
願
期
間

◇

◇

◇

◇

一帰
園
子
女
入
試
】

買
集
各
屋

各
行
何
ォ
る
・看
千

名
一試
験
日
〕
平
成
１２
年
垂
月
５
匡

Ｅ
一試
験
科
目
一
小
論
文

（６
５
０

字
以
内
）、面
接

（３
学
科
共
通
）

弾試
路
套
盪

本
学

〔外自人霞学生入蹴,

お問い合わせ先 :草月日大学入試諜 TEL:058-329-1088
募集要項は無料で送付。

募集人員
法学部法学科     20名
羅誉学部経営学科   20名
経営幸部情報管理学帯 10名

出願期 F日昂 平成12年 8月 23厨 (水)～ 8月 90霞 (水 )

試 験 露 平成12年 3月 1録 (金 )

試験科 目 「国語壁 (首支・漢支を除く)J「英語 I」 から1科目選択、面接

試験会場 本 学

合格発表 平成12年 9月 5日 (火,10:OO

募集人員 3学科とも右子名

出願期 F口三 平成12年 6月 23日 (金 )～ 7月 5日 (水 )

試 験 爵 平成12年 §月23日 (金 )～ 7月 8曰 く上)の 間で臨時

試験科 目 試験歓課きない。 (書類審査のみ,

試験会場 本学

合格発表 平成12牢 7爵 12口 (水)16:00
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【外
国
人
留
学
生
入
試
一

軍
盆

（各
尾

各
野
γ

も
芽
揮千

塞
［試
験
□
〕
平
成
１３
年
２
月
礎
口

⑭
一試
験
科
日
］
本
論
文

一６
５
◇

字
嫉
ぬ
）、癌
接

（３
学
科
共
通
）

一試
験
（
バ盪

本
学

◇

◇

◇

◇

坤３
年
次
編
入
学
入
試

（推
薦
通

輩そ
共△
畠

法
麓
名́
、
経
）ｇ昴

名
、
情
報
る
名

（各
学
科
と
も

一

般
入
試
を
含
掛
）

「試
験
恩
一
平
成
１２
年
７
月
８
層

拶
持試
験
料
冨
一
廟
袋

訳
験
会
盪

本
学

０
推
鳶
入
試
は
、
本
学
と
の
協
定

校
の
学
生
を
対
象
ル
一す
る
も
の
で

あ
る
。ま
た
、輩
一瑚
学
校
を
積
極
約

に
協
定
校
年
携
え
る
こ
と
と
し
た

◇

◇

◇

◇

一３
年
次
編
入
学
入
試

（
一
般
こ

一募
集
人
員
一
法
麓
塞
、
経
営
３。

察
、
情
報
部
基

⌒各
学
科
と
も
維

薦
入
試
を
含
，一こ

一試
験
日
』
前
期

一
平
成
ジ
年
爵

月
７
露
い
、
後
期

一
平
成
１３
年
２

月
蛉
爾
ω

一試
験
科
隔
一
獲
接
票
作
成
、
面

接

（荘
翡

・
後
期
共
通
）

一試
験
会
場
”
本
学

歯
学
部
の
入
一菰
細
度
の
変
一史
点

は
、　
一
般
推
蒲
入
試
の
鶏
願
資
格

に

一
浪
生
を
含
め
た
こ
と
、
ま

た
、
募
集
人
晏
線
を
５
名
増
や
し

た
こ
と
で
あ
り
、
受
験
生
に
対
し

て
更
に
幅
広
い
閣
を
開
く
こ
と
と

し
た
。◇

◇

◇

◇

一指
定
絞
控
薦
入
試
】

冒
蒼
奉
谷
呂

あ
名

一試
験
日
一
平
成
１２
年
担
月
も
日

①
一試
験
科
目
〕
小
論
文

（６
５
０

生
成
心
、面
装

一誠
診
会
場
〕
本
写

◇

◇

◇

◇

【
一
般
推
薦
入
試
】

一寡
生
欠
員
一
器
名

一試
験
巨
一
平
成
立
年
二
月
１８
燃

鶴
”試
験
霧
自
一
小
論
文

（１
、
Ｏ

Ｏ
Ｏ
字
以
建
、面
装

一試
験
会
場
一
本
学

◇

◇

◇

◇

一
一
般
入
試
一

貿
分集
人
員
］
７５
名

一試
験
目
］
平
成
１３
年
２
月
１
日

ω
一試
験
科
目
〓
英
語
Ｉ

≡
Π
」
必

須
一摯
字
Ｉ
・こ
・数
学
Ａ
（数

と
式
）名
物
理
憂
Ｂ
名
化
学
こ
Ｂ
」

坤生
物
Ｉ
Ｂ
盛
か
ら
１
科
目
選
択

小
一諭
支
、
再
接

訳
酸
会
盪

本
学

オ“プンキヤンパス
体験入学情報

今
年
度
の
オ
‥
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス

，
徳
験
入
学
の
実
施
コ
糧
が
決

定
さ
れ
た
っ
お
知
り
合
い
の
方
の

子
弟
に
一玄
験
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
是
非
と
も
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

対

　

象

法
学
部

・
経
管
学
部
一希
望
者

内

　

容

・
平
成
１２
年
度
入
試
結
果
及
び
平

成
お
年
度
入
試
概
宴
説
明

‘
施
設
え
学

ヽ
棲
擬
接
業

，奪
一子年
後
燃談
ほ
か

体

験

入

学

対

　

象

残
学
部
一森
望
者

蘭
経
自
時

８
月
２．
離
鉾
　
ェ
一

典

　

容

二
十
荻
１２
年
度
入
試
結
果
及
び
平

成
蕗
年
度
入
試
概
一妥
説
明

‘施
設
尾
写

・
模
擁
実
脅

・
在
学
生
然
験
談
な
か

Ｅ
基
日
は
、
ラ
ン
チ
を
準
備
し
て

い
ま
す
。

コ
参
加
者
金
長
に
願
喜

一
式

，
過

去
購
題
柴

。
オ
づ
ジ
ナ
ル
グ
ソ

ズ

（
マ
ッ
ク
カ
ー
ド
ほ
か
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
…

重
義
日
は
、

傾
別
標
談
コ
ー
ナ
ー

も
際
談
。

■
参
加
を
希
孝
さ
れ
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
入
試
課

ま
で
お
気
軽
に
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
な
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
◇
５
３

（３
２
９
）
１

０
８
８

（蕊
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
８
（３
２
９
）
と

色与最曇
鬼農轟
(馳 獨〉
1◇ 10

1414
(10◇O

OO
;

15
00

０

８

９

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

◇
１
２
◇
―

０

５

８

３

２

７

オムの名前 tよ繁陽花、七変化とも言われます。

青白色、紫色、淡紅色あなたの霧きな色に…。

匡

田

|‐ 廟― ・癬 I 祭
‐
 攀 翻,農 H奪瞬

愛 無

名古屋

6/書 C(■ ) 婁国ビル 弓3:00

8/′ t確 (露 ) 塞囲ビル 18100

6/ほ 7(上 ) 髪無屎中小企業センター 司3:00

7/15(圭 ) レインポーホール 13:00

ア/13(日 ) レインボーホール 12:00

7/25(欠 , レインボー本―ル 11 :00

3/19(■ ) 豊篭ヨどル 13!00

9/9(主 ) 名古屋霞l際会議場 10:00

9/10(Ξヨ) 名書屋国際会議場 10100

9/16(土 ) 吹i本―ル 13:00

9///30 (ニヒ) 豊国ビル 13:00

9/艶   (こと) ナディア′ヽ―クモデザインtンタービサl´ 13 i OO

10/7(■ ) 登知県中小企業センター 43100

19/21(上 ) 豊囲ビル ミほ :00

12/9(■ ) 愛知県中小企業セをター 13:00

12/17(日 ) 豊囲ビル 13 :00

豊 僑
8/15(本 ) ホテルアツシア豊橋 15 : 30

9/15(全 ) 豊橋 グラン ドホテル 10:00

破 阜

故 阜

6/17(土 ) 岐阜南支イをセンター 13:00

9/2(■ ) 旗阜市文イをセンター 13 :00

9/16(主 ) 岐卓市支イιセンター 11 :00

多造見
6/7(水 ) 多治見帯市民プラザ 15 : 30

9/21(本 ) 多治見市市民プラザ 15:30

◇

◇

◇

◇

一婦
国
子
女
入
試
】

雪
雰
集
人
員
一
着
千
名

呻謀
族
爾
］
平
成
１２
年
二
月
５
日

磨

一試
験
科
自
一
小
論
文
（６
５
０
字

以
内
五

数
学
名
物
理
名
化
学
」

「生
控

か
ら
１
科
目
選
択
、
直
接

一試
験
会
場
一
本
学

◇

◇

◇

◇

一外
国
人
雷
学
生
入
試
】

軍
乗
集
人
員
］
者
芝

い試
験
鶏

・・学
平
成
１３
年
２
月
Ю
日

９
”義
験
科
罵
中
小
論
文

（６
５
◇

字
以
内
）、露
接

試
験
〈ム盪

大撃

附
属
村
上
記
念
病
院

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
西

０
い
∞
（的
切
ω
）∞
〇
〇
コ

今
年
も
大
学
展

マ
進
学
権
談
会

が
、
一喜
海
道
か
ら
洋
経
ま
で
の
全

国
４９
ケ
所
で
開
催
さ
れ
る
。

本
学
は
、　
一
部
の
地
域

（７
ヶ

蕨
）
で
資
料
参
加

の
み
と
な
る

が
、
そ
の
他
の
地
域
な
本
学
の
職

員
が
島
向
き
、
直
接
受
験
生
に
説

明
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

岐
阜
、
愛
無
の
商
県
に
お
い
て

は
、
表
の
と
お
り
開
催
日
鮮
が
決

ま

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
に

お
越
し
の
際
は
、
是
非
お
立
寄
り

下
さ
い
。

今
年
の
志
願
状
況
等
、
入
試
に

役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
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月/尋

部欝名

ア

ィ
／
偽
上

３０

穏

３‐

月

３
／

１
欠

２
本

志
本

４

〈
凛

５
と

6

日

７

月
８
火

場 名

役 式 野 球
(賛畑学院大学歯孝瓢 )

イ| △
訂 1霞

日 1

季 領 式 野 球
(憂知挙続大学歯学部) 予 1

「
日

・預戸帝員球場
や癬六攀野チふt壌

擬 黄 嗜 球
r´を

~家
嫌 縮大学煮学富)

軽井沢町塩沢 lil鍾 舟宿テ三ス豪― Ⅲ (予 定 )

ソ フ ト テ ニ ス

(愛無学綻夫1考億学部,

―宮益テニス場 (予走)

(掛舞県―富市)

′カ

ラグ避 ‐
〓摯 フ

〔愛雑学縮大学羞学部)

′' ルフ′プラ

軍        球
(遂ァ衛学 絆 大学 歯 離 蔀 う 名首屋れ名東スポーツセンター第一・二競技場 (予定,

ブ` 下 ミ ン ト ン
篭愛夕農ゆ騰六攀越攀奪儀)

レ 一 本 一 ル

2
ハ レ ー ボ ー ル
〈盤'す綴筆鹿災攀歯攀羅う

Fを
盪無学腕大学日進学舎ス′l― ツセンター為そ(び休青館 (予定)

ス ケ ッ トボ ー ル 愛籍県体育館
寿予霜農スポー

(予定 )

ツ`ヤンタ 二 叢 菱 歩 イ予芹
｀
学

名古屋感辻シ|ン ビア (予 定)

ボ =ウ リ ン グ
(登知華鯰大学歯学蔀う

柔        道
(警女モ学 鱗 大学歯 革 都 】 登細県武道館 (予定 ,

剣       蓮
(愛知学院大学歯学部 )

★ア月28目 (全 )～ 7鳥 SO屋 (日 )a日 ,「!帯 名古屋市■持 スボーッセンター第一 ,二義技場 (予定 )

辱       麟
拶 麹蜂鈴大‐筆安華都〉

▲
蟻

O G
名古屋帝総合体育競弓遭場

輩       手
く受宏機筆捜大攀蓋学鶴)

く)
愛夕倒学饒大手日進学舎スポーツセンター

少 林 毒 季 法
(醤タモl蜂縦大革斎学郎〕

△
葬

ぐ〉
費知学焼大学日進孝舎スボーツセンター

日 本 拳 法
(愛策l学焼大学歯学部う

★ 7月 28日 〔全 )～ 7月 30昌 (日 )3:ヨ 脅
(予億 蜃 7月 3ミ 日 (月 う)

登知学焼大学梅元体育錆 (2F, IF)
ア ー チ ェ リ i
(攣芸目学懐大学黄逹瓢Ⅲ

☆ 7月 28霞 (金)～ 7月 30日 (日 , 3日 問 つま窓ヤマハ リブー ト (予定)

隆 主 競 技
て愛知挙燒大学歯学毬〉

Э
知多運動公目陸上競技場 (予 定)

水        泳
て塗 水 首 凄 ★―肇 】

◇ ◇
松本市今井市民ブール (予定 )

ヨ    ッ    ト
(髪数学饒大学歯韓部)

★ 7民 23景 (金 )～ 7月 30曰 く日)3日 問 鶏郡海陽ヨットハーバー (予定)

層       顧と
で大 優 歯 群 ☆ 単 う ★ 8月 9日 (水 ) 濠F目漕塵センター

全
題
の
歯
科
大
学
、
練
学
部
の

あ
る
大
学
郷
大
学
が
参
痢
し
て
鵜

催
さ
れ
る
全
躍
本
歳
科
学
生
総
合

体
百
大
会
が
、
今
年
度
は
菱
知
学

続
大
学
の
事
務
主
管
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
，

夏
期
部
門
の
大
会
は
、
平
成
鬱

年
７
月
２９
日
鶴
に
開
会
式
が
行
わ

れ
、
８
月
９
霞
鋼
の
薦
会
式
ま
で

一泉
葎
地
を
を
中
心
に
各
地
で
熟
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
．

昨
年
度
壁
変
知
学
院
本
α）が
総

合
優
勝
し
、
本
王
雪
す部
は
総
合

全日本歯科学生総合体育大会日程・会場
平成12年 7月 29日 (土)|  (閉 会式 :平成 12年 8月 9国 (水 ),
ニューグランドホテル      方ぐ名鉄ニューグランドホテル

第32回

夏期部門
て開会式 と

於名鉄

日

囲

一日

成
績
１０
位
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度

は
更
に
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
、

毎
日
線
習
に
励
ん
で
い
る
。
夏
期

部
門
は
、
表
の
と
お
り
開
催
さ
れ

る
の
で
教
職
員
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
応
援
を
‥

朝
鳳
大
学

歯
学
部
附
届
病
院

ｏ
観
ω
（ω
博
ｏ
お

一

Ｊ
Ｎ

ク

A 『 4 r,

実用夫譲i

「公
重ヨ

=お

寅再こ
働日本英語検造協会 埠 2級 2

全商英爾1

「昆
民定

鋤全国商業高等学技協会 ,級 1

2級 7

蕪詔実務
「震

薦定 (全務)

1悌う全国惑姜蔑等学絞協会
1級

2般
1

6

霧翻普窒
略定 (全経)

欄喰囲経理学校協会
二級

(1科 目合F金 ) 3

懸

'耳

異務|
r健

臓力検定 (金経,

個全匡l経理学技協会 1再扱 1

′
,ヽ露穏 (

B本
薮舞士〉検定
断二会議牙 3級 4

ヒジネス
「公

E力標軍 !

鱒募雀学鞍教脅振興袋 9級 3

臓本語文|
「公

子姓甦 (ワ ープ霞)技能検定
露本瘤二会議所 3孝ヽ′予 1

爛盤
| 鳶術者

2梧 1

システムアドミニストレータ
「国」 物級 1

構学霞幹療手罐 筆震頭導纂興後 2級 再

韓報処理
「庭

蔦定 (全商少
鰯全国歯業嵩等学校協会

1を扱
2級

2
3

イ

3級 ,

1級
2孝及

I

3

（
・・ノ

1

1

44

資
稼躍鏡翻 摯れ

朝
薄
大
学
で
な

実
学
教
育
を
重
視

す
る
本
宇
力
こ
で

学
生
に
実
稜
会
で

役
立
？
奪
螢
好
待

を
奨
励
す
る
ル
エ
（

た
、
そ
の
学
習
戒

琴

ど
通
勢
に
評
価

う
、
取
得
し
た
資

搭
に
応
じ
て
垂
念
子

金
を
支
総
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り

充
実
し
た
学
生
生

活
が
送
れ
る
と
つ

支
援
す
る
こ
と
を
日
的
に
、
今
年

度
４
月
か
ら
資
格
取
得
支
援
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ｏ

こ
の
制
度
は
、
法
学
部
、
経
営

挙
郡
の
）写
生
が
入
笠

割
又
は
葎
写

中
に
本
学
の
定
め
る
８６
種
類
の
資

格
の
い
ず
れ
か
を
取
得
し
た
場
合

に
、

警
格

ラ
ン
ク
に
応
じ
で
、
奨

学
金
（Ａ
ラ
ン
ク
Ю
万
円
、
邑
ラ
ン

ク
５
万
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
３
万
隅
）

を
支
給
す
る
と
い
つヽ
も
の
で
あ
る
．

今
年
４
月
に
学
生
か
ら
中
語
の

受
付
を
し
た
結
果
、
新
入
生
■８
名
．

３
年
次
編
入
生
３
名
、
計
２．
名
か

ら
合
格
取
得
の
申
請
が
あ
り
、

そ

の
資
格
の
種
類
な
２。
資
格
に
生

っ

た
。
複
数
の
資
格
取
得
に
よ
り
受

万
鳩
を
超
え
る
美
学
会
を
支
給
さ

れ
た
学
生
な
５
名
お
り
、

中
に
は

１
人
で
４
資
格
を
取
得
し
、

努
万

理
の
災
学
金
を
支
給
さ
れ
た
者
も

い
た
ｃ

今
後
も
、
こ
の
細
度
を
利
用
し

て
美
学
霊
の
給
付
を
一交
サ
、

充
実

し
た
学
生
生
活
を
送

っ
て
も
ら
い

た
い
。

今
年
４
月
に
申
請
の
あ

っ
た
資

格
取
得
状
況
は
表
の
と
お
り
◇
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一

整

や

め
冷

一〈
挙

へ
の

一
環

″
こ

て
〕宇
生
が
写
薦
学
校
や
カ
ル
チ
ャ

ー
ス
ク
ー
ル
れ
通
う
こ
と
な
く
、

学
内
で
安
極
に
装
養
を
広
め
る
こ

″
か

＾
象

一る
翼
兵

つ
く
り
・を
目
指

し
て
、

エ
ク
ス
テ
ン
ン
ョ
ン
プ
要

グ
ラ
ム
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
（）セ

年
度
鷲
募
集
し
た
講
座
患
、

カ
ラ
ー
ジ
ン
グ
ス
本
シ
ャ
リ
ス
ト

養
成

〓
―
ス

金
出
鶏

一
カ
ラ
ー
初

級

，
後
期

一
カ
・ア
‥
中
級
）、
カ
ラ

，
Ｌ
イ
ン
テ
リ
ア
で
ラ
イ
フ
ス
タ

イ

ル
を
変
ユえ
■

つ
コ
ー

ス

⌒前

朗

一
カ

ラ
ー
初
級

一
チ

ャ
レ

ン

ジ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
）
、
ト
ー
タ
ル
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ロ

ー
ス
念触
鶏
一淳
る
暮
造
就
国
Ｉ

・鋒
笹

亭
奉・改
簑
悪
襲こ

の

３

ヨ
ー

ス
６
議
座
。
募
一生
劣
τ
締
切

っ
た
と

こ
ろ
、

カ
ラ
ー
リ

ン
グ

ス

ベ
シ
ャ
リ
ス
ト
義
威
コ
ー
ス

（１８

名
）
と
カ
ラ
ー
と
イ
ン
ナ
リ
ア
で

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
よ
う
コ

ー
ス

（９
名
）
に
申
し
墓
が
あ

り
、
現
在
２２
名
が
受
講
し
て
い

る
（）
卜
…
タ
ル
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
は
申
込
者
数
が
少
な
く
謝
議カラーリングスペシャリス トの資格取得を露指して熱心に受講する学生違

≠   転

挽辱拶ぽ

と
な
っ
た
。

先
磨
、
警豊
獲
の
受
議
者
に
話
を

蘭
い
た
と
こ
ろ
、

「色
が
好
き
で

色
に
関
係
し
た
生
テ
τ
し
た
い
◆

資
格
を
取
っ
て
就
職
に
有
利
に
し

た

い
。」
（３
年
生
女
子
）、
「家
具

関
係
の
仕
事
に
統
き
、

イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
を

し
た
い
の
で
色
の
勉
強
を
し
た

い
。
資
格
を
取
れ
ば
仕
事
に
役
に

立

つ
９韓
（４
年
生
男
子

家
兵
版

特
別
一講
座

開
議

!

１

一

実
力
主
義
０
社
会
で
目
分
の
維

力
や
適
工
を
確
実
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
手
段
と
し
て
資
格
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
学
で
は
、
厳
し
い
就

職
戦
線
擢
打
ち
勝
っ
て
い
く
た
め

た
学
生
獲
資
格
取
得
を
繊
め
、
こ

れ
を
支
援
す
る
こ
Ｌ
で
笠
年
資
格

取
得
の
た
め
の
特
別
一野
雄
を
開
議

し
て
い
る
。

今
径
度
態
、
昨
猛
一原
の
略
講
座

に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

⌒Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ユ
）
検

筵
対
策
講
座
、
Ｍ
◇
Ｕ
Ｓ

（Ｗ

ｏ

ｒ
ｄ
）
検
定
婚
策
講
座
、
医
療
事

務
講
座
、
国
内
権
行
当
霧

取
扱
主

任
者
講
座
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、

望
藍
社
を
開
講
し
た
。

今
年
度
の
受
講
申
込
老
数
は
３

と
２
名
。
残
念
な
こ
と
猛
昨
年
度

に
比
べ
総
数
で
２
２
６
名
の
減
少

Ｌ
な
つ
た
。

▲

売
会
社

内
窪

等

霊
鎌

の
あ
る

分
野
の
資
格
を
取
り
、
就
職
や
将

来
に
役
立
て
た

い
か
ら
と
い
う
受

議
動
機
が
多
か

っ
た
。
ま
た
、
当

初
、
こ
の
議
獲
な
女
性
に
人
気
が

あ
る
の
で
な
と
予
想
し
て
い
た

が
、
実
際
に
は
受
講
者
滋
名
中
１７

名
が
男
子
学
生
で
あ
っ
た
。
そ
の

点
に
つ
い
て
男
冷
二
姦
霧
鞠に
尋
ね

て
み
た
と
こ
ろ
、　
一男
性
も

″
フ

ア
ツ
ン
コ
ン
″
を
は
じ
め

″色
″

に
は
盟
簾
令が
あ
る
も

の
で
す
ゥ」
を

い
う
答
え
が
返

っ
て
き
た
っ
今
や

ど
ん
な
分
野
で
あ
れ
、

男
女
推
と

ら
わ
れ
ず
興
殊
の
あ
る
こ
と
を
紹

強
す
る
の
は
、
ま
さ
に
祟
た
り
前

の
こ
と
な
の
で
あ
る
っ

就
陰

猪

僣

一
筋
の
光
が
星

え

て
き
た
と
は
い
え
依
妹
ダ
学し
て
厳

し
い
状
況
の
中
、　
一
人
で
も
多
く

の
学
生
が
、
な
写
奉ヽ
幅
広
い
塗
努

を
身
に
つ
け
、
社
会
に
基
サ一っ
て

い
く
一学と
が
で
き
る
環
境
上γ（
後

も
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

・つ
◆な

お
、
後
期
に
は
、

カ
ラ
ー
中

級
、
チ
ヤ
レ
ン
ジ
ー
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

の
開
議
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
い
聞
い
合
わ
せ
は
、

本
学

内
の
御
ジ
ャ
パ
ン
デ
ン
タ
ル

ヽ
イ

ン
グ
ス
ト
リ
ユ
ま
で
多

こ
れ
嫁
、
）宇
生
の
合
稼
増

取
得
に
対
す
る
意
識
が
低

く
な
っ
た
の
か
、
学
生
数

の
減
少
に
よ
る
も
の
な
の

か
、
今
の
時
点
で
は
原
因

は
分
か
っ
て
い
な
い
。

学
外
で
開
講
さ
れ
る
民

齋
の
講
座
に
比
べ
、
稜
格

の
料
金
で
基
え講
料
を
雖
定

す
る
な
ど
、
容
７
は
学
生

支
援
に
努
め
て
い
る
が
、

学
生
韓
は
な
か
な
か
伝
わ

ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

今
年
度
４
月
か
ら
資
格

を
取
得
し
た
学
生
に
は
、

美
学
金
が
支
給
さ
れ
る
組

度
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、

多
数
の
学
生
が
資
格
試
験

に
チ
ヤ
ン
ン
ジ
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

簑 ‐冒: 料
受 覇

1今 年 度 昨:年
'度

法機課種講座 301000円 8名 15名

丁OEIC議座 201 0CO円 8名 32名

会計学 1級講座 30,000用 3名 9名

会計学 2級講座 20,000用 14名 39名

会計学 3綴講座 101000円 25名 634監

公務員講座 30.OOO用 59名 105名

宅テ也建物取gi主任警講座 301000用 381ζ 61名

301000Fヨ 25名 57名

システムア ドミニス トレータ講座 30.000剰 2穏 名 69名

2 15.000鶏 9名 21名

貫反売± 3級講座 15,000剰 8名 40名

行政書士講座 1 51 0CO劇 18名 10名

社会保険労務士講座 151000F] 12名 17名

MOuS(Excel)検定対策講座 司5.000円 15名

Mёus(Word)検 定女ヽす策講座 151000円 20名

医療事務講座 15,000F] 12名

国内旅行業務取才及主任者講座 151000円 19名

計 312名 538名
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女
性
専
用
の
パ
ウ
グ
ー
ル
ー

ム
、
ン
デ
イ
ー
ス
サ
コ
ン
が
こ
の

ほ
ど
６
号
舘
２
階
に
完
成
し
、
女

子
学
生
の
楽
し
そ
う
な
撃
や
か
な

声
が
蘭
こ
え
て
く
る
。
こ
の
ン
デ

イ
ー
ス
サ
ロ
ン
の
一罪
を
調
け
る

と
、
ま
る
で
そ
こ
は
劇
世
界
っ
花

模
様
の
人

っ
た
磨
リ
ガ
ラ
ス
か
ら

は
光
が
残
し
込
み
、
い
か
に
も
女

性
好
み
の
や
さ
し
い
色
の
ソ
フ
ァ

Ｌ
カ
ー
ベ
ッ
ト
が
目
に
入
る
。
テ

ー
ブ
ル
行
き
の
ゆ
っ
た
り
と
Ｌ
″た

ソ
フ
ァ
な
、
Ｌ
て
も
座
り
心
地
が

い
い
。
ま
た
、
隣
接
す
る
パ
ウ
ダ

ー
ル
ー
ム
に
慧
、
ひ
と
り
ひ
と
り

仕
切
の
行
い
た
弟
瀬
落
な
鏡
台
、

そ
」
″て
全
身
を
峡
す
一こＬ
が
で
き

る
大
き
な
鏡
も
あ
る
。
本
写
韓
内

Ｌ
嫌
思
え
森
い
な
ん
と
も
高
級
感

の
溢
れ
る
空
間
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
体
み
特
間
に
こ
の
サ
ロ
ン
で

く
つ
ろ
ぐ
女
子
学
生
に
議
を
麗
い

て
み
た
。

Ｑ
　

一ど

の
女
子
学
生
専
鶏
の
パ

ウ
ダ
，
ル
ー
ム
た
つ
い
て
が
う
思

い
うヤふす
か
。

た
だ
、
少
し
静
か
す
ぎ
る
か
な

砲

」

Ｑ
　

「
こ
の
サ
瞬
ン
の
燐
拒
パ
ウ

ダ
ー
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
ど
う
で
す
か
。」
　

　

″

Ａ
　

「を
て
も
き
れ
い
で
す
よ

ね
。
鏡
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
獲

い
や
す
い
で
す
。
格
子
が
あ
つ
た

ら
も

つ
と
ゆ
つ
く
り
時
間
を
か
け

て
お
酒
落
で
き
る
か
も
‥
正

Ｑ
　

「（
を
捺
傘
〕学
生
鶏
け
の
施

設
や
制
度
等
に
つ
い
て
、
何
か
期

待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
Э一

Ａ
　

「そ
う
で
す
ね
。
女
子
学
生

専
用
の
食
堂
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が

あ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
９
ケ
ー
キ

や
ち
＞ふ
っ
と
し
た
軽
食
が
食
べ
ら

れ
る
よ
う
な
…
…
。
あ
と
、
営
業

簿
蘭
を
も
つ
と
廷
長
し
て
欲
し
い

で
す
ね
。
釜

来
が
終
わヽ
っ
た
あ
と

も
の
ん
び
り
お
茶
を
し
な
が
ら
お

じ
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
ど

こ
ん
な
彼
女
た
ち
の
一声
を
聞
く

と
、
現
代
の
学
生
の
求
め
る
大
学

環
境
Ｌ
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の

か
が
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
学
生
に
と
っ
て
、

議
義
室
を

一
歩
出
た
Ｌ
こ
ろ
で
の

殿
心
地
の
い
い
場
所
、
こ
の
よ

つヽ

な
環
境
の
整
備
や
充
実
が
今
後
も

求
め
ら
れ
る
の
で
は
？

一
イ

・
■

。
Ａ
　
プ
子

場
学
生
の
数
が

花
少
な
い
た

玲
め
、
学
内
で

鞭
線録弗酵碁

が
所
が
見
つけ

た
に
く
い
の
が

我
現
状
で
す
ぅ

瘍
ゅ
っく
り
と

灰
女
性
だ
け
で

望棗
く
つ
ろ
げ
る

勇
場
所
が
あ
っ

報
年ぶか群″

と，
て
い
た

の

年
で、
こ
の施

籍
韓韓”幕一

歯
審
衛
生
士
専
閣
学
校
で
は
、

去
る
５
月
証
霞
に
穂
積
小
）写
校
の

妃
重
３
１
６
幾
に
対
し
、
フ
∠
素

塗
布
を
行
っ
た
ｃ
こ
の
日
懲
歯
料

衛
生
士
専
門
学
校
の
１

・
２
年
生

１
１
１
名
ど
教
長
５
名
、
そ
し
て

社
会
囲
腔
供
健
学
講
摩
よ

り
５
名
の
歯
登
基
師
が
同

行
し
た
。
　
　

ヽ

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動

は
、
可
妃
瑞
夫
副
毯
揉
（現

本
学
副
学
長
）
が
と
９
７

５
年

（顕

勢

金

に
学

生
の
実
習
と
し
て
学
校
歯

科
保
健
活
動
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
て
以
来
、
今
年

で
あ
年
を
数
え
る
。
こ
の

活
動
の
成
果
は
、
穂
稜
町

の
子
供
た
ち
の
う
蝕
が
開

始
当
特
の
半
分
以
下
雑
滅

少
し
た
こ
と
で
証
明
さ
れ

て
い
る
。

ま
た

フ
プ
素
塗
布
だ
け

で
な

く
、

歯

の
磨
き
方

の
説
明
を
行

い
、

小
学
生
の
理
解
力
に
合
わ
せ

テ
，
マ
を
決
め
、
コ
の
中
の
健
康

や
、
較
む
こ
Ｌ
に

つ
い
て
説
明

し
、
歯
の
大
努
さ
を
指
導
し
て
い

る
９こ

の
活
動
は
、

穂
積
町
内
に
あ

る
４
つ
の
小
学
校
お
よ
び
ユ
つ
の

幼
稚
園
を
巡
翻
し
て
行
わ
れ
、
５

月
３。
日
か
ら
Ю
月
２４
慨
ま
で
の
間

に
合
計
ε
回
掌
麓
さ
れ
る
と

東

海

大
一
学

野

球

朝
日
大
学
野
球
部
無
念

６
月
ｌ。
扇
か
ら
神
宮
球
場
で
行

わ
れ
る
全
増
本
大
学
野
球
選
手
権

の
議
場
を
か
け

て
、
静
聞
、
三

重
、
岐
阜
の
各
県
り
Ｉ
グ
で
優
勝

し
た
３
校
に
よ
る
優
勝
決
定
リ
ー

グ
戦
が
行
わ
え
た
。

傘

賽

曇

殻

、
璧

県

代
表
と
し
て
議
場
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
松
阪
大
、
浜
絵
大
に
数

れ
仝
盲
本
本
字
野
球
選
手
権
へ
の

議
場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
松
阪
大
が
東

海
地
区
大
学
野
球
リ
ー
グ
の
代
表

を
し
て
農
揚
す
る
こ
と
と
な

っ

た
。樋

野
さ
ん
早
く
も
優
勝

５
月
７
日
⑥
に
行
わ
れ
た
東
海

学
箸
録
森
入
欠
仝
（客
十
一ン
ン
グ

ル
ス
蕉
議
場
し
た
本
学
室
進
暴

部
の
樋
野
真
弓

（経
営
学
部
１
年

富
畳
長
夜
療
も

さ
ん
が
、

一寧
傲
愛

魚
工
業
大
学
の
形
本
選
手
を
敗

り
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
９

「は一とヽ、大きくElを 開けて。」と、優 しとヽ本学
専Pヨ学校生に歯みがき指導を受tす る小学生。

朝日大学産業情報研究所

第 1回 QFDフォーラム(ASAttI"U)
テーマ:「新嬰島露発へのQEDのさらなる蓄茂・発展をめざして」

日 籍:〒‐成■2年7月7路 (金 )

会 場:ト ヨタ・ホール (名古屋襲縮 豊Hビル6踏 )

主 催 :章,日大学産業摘輯野究所

対 象 :東海地Iヌ企業の経営書・管理者・スタッフ、約200名

プログラムおよび藷節

●鶏 漢 (13:00～ 竜345)
XQFDの

現研と今後
`″

,農酵"

赤尾 洋二氏 (朝 日大学大学院経曽学研究科教授 )

0記念誘演 (13,45～ 1&00)

“トヨタにおける環境戦略一夕ヽイプリッド・カー.プリウスの開発
大井 敏総氏(トヨタ自勇

',車

ど
～
第2開ア発センター製品企画圭査〉

●事,B報告(lS,15～ 17:38)

1.“察心焔の良いジェル・ベンドの開発事例"

―CIFElに よる商品 F,g発事例―

北村 和男氏 (アイシン絡揆締 rt二 Eヽ/1)ゝI軒「,准室主査 )

2.“変重療器へのQFI)手送の適用 "

甕 FOlと よる品質保証の技術展開事,■ ―

高本  学氏 (日 立製作所悌電力曽案本部)

3.“ビルメンテナンスヘのQFDの理研ギ
ーQFDた よるサービス業の事伊,一

全子 憲治氏(勢シー・と―エムЧえ締役,

●警親会 (19,00～29iac トョタビテレ13踏 霞狂l醸にて行 ′ヽヽます)

参姫責 ,無料 (f日 し、懇覇会参加費1,509需 )

と障e湧 :景 F(,Oattco 9s9れ Ⅲ99c,p

朝日大学大学院品質管理研究室付 記 :お Fじヨい合わせ免 :
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第3国第
９
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
本

事
は
、
明
海
二
Λ
寧
と
共
刺
で
中

・

台

，
韓

ζ
雰
４
カ
囲
各
劉
の
大
学

が
主
催
す
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
に
協
賛
し
て
い
る
Ｌ

今
年
５
月
６
覇
に
北
京
外
霜
語

大
学
内
の
割
霊
線
ア
）で
つ
奉
Ｉ
ル

で
第
３
回
の
マ
ン
テ
ス
ト
が
魏
催

さ
れ
た
。
第
２
園
と
麗
じ
く
大
学

生
部
門
と
高
中
被
生
郡
幻
拒
分
か

れ
て
行
わ
れ
た
。
ス
ピ
ー
チ
の
ナ

ー
マ
は
前
阿
は
大
学
部
門
ン
単蔑
苧

都
閥
と
は
別
の
も
の
が
設
定
さ
れ

た
が
、
今
回
は

一霧

携

千

人

間

と
環
境
こ
が
商
都
開
共
通
テ
ー
マ

と
し
て
設
け
ら
れ
た
．．

帝
ン
テ
ス
ト
態
午
後
ｌ
時
半
か

ら
齋
始
さ
れ
た
が
、
北
京
外
国
語

本
７
副
）讐
長
の
諄
会
挨
拶
に
引
き

貌
き
、明
海
本
７
小
泉
副
学
兵

朝

厨
大
学
費
巖
副
学
長
、
中
国
友
好

環
境
保
護
セ
ン
タ
ー
代
表
、
目
本

人
復
鐘
代
表
、
中
華
瑾
本
学
会
代

表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
侯
拶
が
行
わ
れ

た
後
、
ヨ
ン
テ
ス
ト
が
一始
ま
っ
た
。

審
査
兵
は
、
委
尊基
長
に
明
海
大

学
の
谷
光
教
授
が
あ
た
り
、
明
海

大
学
の
麹
本
劫
教
授
が
蔑
学
部

門
、
朝
日
本
Ｔす
の
野
村
豊
手
謬
長

楠
佐
が
大
学
都
閣
の
霧
査
員
と
↓

て
参
加
し
、
麗
部
葡
そ
れ
ぞ
れ
７

名
の
憲
査
貞
で
構
成
さ
れ
た
っ

最
初
は
本
写
郭
鵜
の
１０
名
が
熟

弁
を
ふ
る
っ
た
が
、
５
分
間
の
発

表
を
牽

え
る
と
専
径
の
資
調
者
と

の
繭
で
３
分
開
◇
雑
表
内
容
に
な

じ
た
雪
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
高

学
部
関
７
名
の
発
表
も
翻
様
の
時

湖
麓
分
で
進
め
ら
れ
た
が
、
異
な

る
の
は
質
麗
熔
容
が
発
表
内
容
と

な
関
係
な
く
日
全
詩

や
日
本
文
化
に
関
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
ｃ

い
ず
れ
の
墓
謝
獲

必
い
て
も
環
境
問
題

に
つ
い
て
突

っ
込
ん

だ
考
察
や
提
案
が
語

ら
れ
、
ま
た
日
本
語

奎

衣
能
力
な
我
々
需

本
入
と
鞍
べ
て
も
遜

・色
な
い
も
の
で
あ
っ

た
９
審
査
を
担
当
し

た
鎚
本
助
教
緩
な

一閣
本
論

管を
一
話

島本語スピータコンテス トに参加した学生違。

欝  層

藤  Ll

▲
▼

す
レ
ベ
ル
か
ら
癬
本
語

一で
一
語

す
域
に
達
し
て
い
る
。」
と
惑
壌
の

声
を
斎
ら
し
た
９
特
に
日
本
語
能

力
に
つ
い
て
は
、
穂
苧
郡
瑚
と
大

学
部
晦
の
間
に
基
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
わ
ず
か
に
内
容
ほ
幾
分
遠

い

が
感
じ
かつ
れ
た
軽
度
で
あ
る
。
箕

疑
応
答
で
は
巧
み
な
手
モ
ア
が
会

場
の
笑
い
を
誘
う
こ
と
し
き
り
で

あ
っ
た
っ

こ
の
よ
う
な
接
近
し
た
力
の
持

ち
主
が
続
い
、
審
査
は
大
変
難
航

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
が
、
面

慕
渕
と
も
茎
責
か
≧
れ零
章
歌

で
、
お
よ
び
一鬱
力
寅
が
選
脇
さ
れ

た
。
ま
た
、
明
海
本
写
・
朝
日
大

学
特
別
賞
が
両
部
閣
そ
れ
ぞ
れ
２

カ季
ら

に
与

え
ら
れ
、
両
離
讐
長

か
ら
日
本
へ
の
招
待
状
が
を
暑
螂
と

し
て
渡
さ
れ
た
９
学
目
霞
為
に
お

い
て
商
大
学
の
存
在
感
も
高
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
者
感
以
下

の
通
り
。

央
塑
覇
鬱

１
位
　
劉
学
傑

（北
京
外
国
語
大

学
３
年
生
）

２
位
　
李
　
差
却
（北
京
師
範
大
学

３
年
え
）

８
位

黍

実

一北
京
本
写
３
年

生
）

仝
品
生
牽
∪

■
位

劉

篇

（塁
奔
猾国
箋撃

猿
島
３
年
本
↓

２
位

張
寧
〓Ｔ
（菫
永
外
議
五撃

枝
葛
２
年
生
）

３
位
　
金
　
塞瀬
（上
海
界
コ
話
学

校
準
３
年
生
）

こ
の
う
ち
、
面
郡
湖
の
上
位
■

亀
が
、
７
月
２
目
か
ら
９
日
に
か

け
て
日
本
を
訪
簡
し
、朝
日
、明
海

両
大
学
で
ス
ピ
ー
チ
を
一雲
露
し
、

日
本
国
内
の
見
学
を
行
う
予
定
９

第 1□朝
日
大
学
は
、
痛
妹
校
の
明
海

大
学
と
と
も
経
中
国
に
引
き
続

き
、
去
る
５
月
憂
国
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
い
で
セ
ン
ト
ラ
ル
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
と
協
同
で

爾
本
語
ス
ピ
ー
チ
ヨ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
た
。
今
回
は
、
明
海
大
学

関
係
者
及
び
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
ィ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
本
露
耀

箸

至
冦
催

の
準
備
を
綿
密
に
し
て
票
け
た
た

め
、
我
が
大
学
は
、
こ
れ
に
乗
せ

て
預
く
形
と
な
っ
た
。
特
に
セ
ン

ト
ラ
ル
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学

教
育
芸
術
学
部
の
デ
ビ
ッ
ト

・
チ

ャ
ッ
プ
マ
ン
教
壕

池
躍
蟹

人薮

授
及
び
バ
ー
バ
ラ

・
ハ
ー
ト
リ
ー

教
授
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
項
い

た
。本

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

（今
回
は
、
特
に
ク
ィ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
）
に
お
け
る
日
本

語
教
育
及
び
磨
本
語
学
習
を
提
進

し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
躍
本
と

の
支
任
一交
流
に
貰
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
大
学
部
門
、
嵐
校
諺

年
生
部
門
及
び
葛
枝
■
年
生
部
門

の
３
部
門
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
内
の
全
て

の
大
学
及
び
高
校
へ
崩
場
者
を
募

っ
た
。
そ
の
中
で
大
学
生
に
は
ｒ
一

ユ
ー
ミ
ン
エ
ア
ム
の
日
本
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
関
堡

を
、
ま

た
、
高
校
生
に
は

「
厨
本
の
高
校

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
革
を
ス
ピ
ー

チ
の
テ
ー
マ
と
し
て
案
内
し
た
。

出
場
者
は
、
先
ず
基
日
の
年
講

中
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
本
写
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
イ
ン
タ

再
ナ
ン
コ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
予
選
に
参
加

し
、
そ
こ
で
予

選
を
ク
リ
ア
し

た
者
が
午
後
に

周
キ
ャ
ン
パ
ス

に
な
ど
近
い
コ

ン
ラ
ッ
ド
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
ジ
ャ
リ

ー
ホ
テ
ル
ヘ
会

場
を
移
し
て
決

勝
に
臨
ん
だ
。

決
勝
は
、
宮

匿
侑
理
茸〓
長
、

富
観
淳
塞
尋
、

船
越
正
也
朝
日

大
学
長
及
び
高

倉
翔
明
海
大
学

長
の
臨
席
の
も
と
時
祈
チ
ェ
ロ
と

フ
ル
ー
ト
の
演
奏
を
奈

え
て
該
粛

を
雰
囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
た
Э

奮
鍋
緒
理
事
長
か
ら
英
語
で
コ

ン
テ
ス
ト
脇
場
者
へ
の
歓
麹
の
挨

拶
の
後
、
本
写
郡
閣

ｇ

名
）、高

校
立
年
生
部
門

（６
名
）
及
び
高

校
■
年
生
部
門

（６
名
）
の
購
で

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー
チ
が
披
露
さ

れ
そ
れ
ぞ
れ
審
査
員
か
ら
ス
ピ
ー

チ
為
容
に
関
す
る
質
問
が
島
さ

れ
、
は
な
全
員
が
流
暢
任
受
け
熔

え
を
し
て
い
た
。
客
都
鶏
の
ス
ピ

ー
チ
の
合
間
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
ィ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
生
で
昨
年
度

の
明
海
大
学
へ
の
一義
筆
督学
生
か

ら
留
学
外
験
談
な
ど
の
講
演
も
盤

り
込
ま
れ
、
日
本
華
樽
写
習
を
意
す

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
生
た
ち
が

静
粛
葎
翻
き
入
っ
て

／ヽ、
た
ｃ

全
て
の
ス
ピ
ー
チ
が
終
了
後
、

谷
光
患
彦
明
海
大
学
教
授
を
委
「興

最
と
す
る
審
査
委
員
会
に
よ
り
、

該
正
な
霧
査
の
結
果
、
次
の
と
お

り
優
勝
者
が
決
定
さ
れ
、

宮
田
備

理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
援

与
さ
れ
た
。

○
大
学
部
閣
優
勝
者

υ

Ｏ
「，つ
　
て
、

ｏ
‐
ｏ
す
ｏ
多
後
　
Ｆ

ｏ
ｏ

Ｑ
豪
Ⅸ望
を
一墾
燿
睡
箸

画

目
す

０
一
∽
す
す
Ｊ
Ｉ
望
＜
ｏ
れ

（
〕
す
ｏ
ヨ
後

Ω
最
篠
「
年
生
藝
弾
緩
勝
者

な
お
、
こ
れ
ら
の
優
勝
者
は
、

バ
ー
バ
ラ

・
ハ
‥
ト
リ
ー
教
授
の

引
奉
に
よ
り
本
年
７
月
２
日
か
ら

８
恩
に
か
け
て
日
本
を
訪
簡
し
、

朝
日
大
学
及
び
明
海
大
学
に
お
い

て
日
本
語
の
ス
ピ
ユ
チ
を
披
露
す

る
と
と
も
に
京
都
を
見
学
す
る
予

定
で
あ
る
。

舜監層癖盈窪婚轟麟 蕃届象線]さ
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ヂ

聰

えデビジ 1ヽ 力
「準

'シ

ステムを導入～

み
酵

■

朝
日
大
学
撫
学
部
附
属
病
院

（病
院
長
着
曲
辛
維
教
授
工
＼嫁
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
Ｌ
し
て
、

デ
ビ
ツ
ト
カ
ー
↓
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
Ｌ
し
た
↑
競
近
は
、

基
該
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
企
業

等
も
誓

み
ぐ
一わ
り
、
苓

写
籍
種
病

院
も
７
月
中
旬
か
ら
の
利
用
に
農

け
て
準
備
が
権
あ
ら
れ
て
い
る
ｃ

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

，
シ
ス
テ
ム
Ｌ

は
、
金
融
機
関
が
発
行
す
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
…
ド
を
使
い
、

一夕
壕
賓

等
の
支
払
い
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
で

，
）

患
を
さ
ん
が
、
本
院
で
診
療
さ

れ
た
籍
４
、
現
金
で
支
払
い
さ
れ

る
代
わ
り
に
、
本
院
に
論
置
し
て

あ
る
端
末
機
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
通
し
Ａ
Ｔ
予Ｉ
利
用
と
躍
様

に
、
４
桁
の
時
証
一番
目一持を
入
力
す

鷲Ⅲ争属 病

る
こ
と
に
よ
り
、

本
人
の
瀬
座
か

ら
“犠
猿
鷲
分
の
料
金
が
引
き
落
と

さ
れ
る
な
組
み
で
あ
る
っ

患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
と
Ｌ
で

態
、

命
）手
持
ち
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
と
い

う
夜
稿
挙

②
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
歩
ず
に

す
と
と
で

，
安
心
感

〇
玲
療
香
守
琢

い
の
祭
の
、
請
求

額
に
対
す
る
不
安
感
を
解
消

⇔
利
用
額
意
譲
全
残
嘉
の
範
囲
染

で
の
取
●
′扱
い
で
あ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
◆
デ
ぞ
ッ
ト

カ
…
ド
シ
ス
テ
ニ
を
え
芽
、
支
払

い
の
選
択
肢
Ｌ
う
て
、
ご
裂
熟
く

だ
奉
叶
】

３
月
″
霞
か
ら
一暴
宗
郵
膝
ア

ォ
を
ラ
ム
に
お
い
て
狩
世
紀
最

後
の
日
本
滋
科
医
一写
公
総
尖
が

一歯
料
姦
学
ル一無
療
の
創
座

を
メ
イ
ン

，
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
た
．一
公
癬
フ
オ
‐
ラ

ム
は

一雪
む
ア
〕＞
生態

′と、

身
の
活
性
を
高
め

て
る
一

と
題
し
て
、
歌
手
、
女

傍
の
欝
紀
さ
あ
つ
氏
、

ス
キ
‥
ジ
一ヽ
ン
ブ
分
原

閣
雅
彦
氏
ら
異
色
の
パ

ネ
リ
ス
ト
を
迎
え
、
鞠

合
わ
せ
の
専
瑯
家
の
立
場
か
ら

え
‥
・
１彗
潮
郊
教
授
が
施
わ
リ
パ
ネ

ル

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
奮
ン
影
式

で
行
わ
れ
た
を
奪
象
柱
残

っ
た

話
題
を
紹
介
す
る
。
由
紀
さ
お

歯
科
．医
学
と

経
済
霜
友
会
が
平
成
二
年
に
実

施
し
た

一企
業
の
採
鳥
と
学
校
教

育
Ｉ
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
一

の
結
果
が
全
表
さ
れ
た
。

調
査
は
、
幹
事
所
属
企
業
２
６

ｉ
社
に
対
し
平
成
五
年
１０
月
あ
日

か
ら
■
月
５
を
の
鶏
宙
行
わ
れ
、

期
容
が
あ
っ
た
の
は
１
３
１
社
で

あ
っ
た
，

発
な
さ
れ
た
調
査
結
果
の
中
で

特
に
本
霞
す
べ
き
事
項
は
、
「新
卒

採
用
の
降
、
ど
う
い
っ
た
選
考
方

法

・
基
な
す
イ）特
に
重
視
し
て
い
る

り
氏
か
ら
は

一．芸
能
入
ぼ
歯
が
命

と
い
う
の
が
ひ
と
時
流
行
し
た

が
、
芽
誰
人
に
限
ら
オと
凶
は
命
で

す
と
北
笑
療
の
四
も
を
か
ら
こ
擦

れ
る
き
れ
い
な
蔵
並
び
の
自
い
歯

森
素
敵
準
ま
た
、　
一．歓
娼
に
は
左

右
の
騨
の
正
」
，′い
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
不
可
欠
華
な
ど
，
原
顧
雅
彦
氏

か
ら
は

「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
ブ
で
な

飛
び
畠
し
の
娠
商
ま
で
筆
歳
を
食

か
柱
「新
卒
採
用
者
選
考
の
漆
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
基
礎

・
基
本
の
能
力
と

し
て
特
に
重
視
し
て
い
る
能
力
な

何
か
一
の
翻
答
結
果
で
あ
っ
た
．）

ま
ず
、

一菰

４
採

用
の
際
、
ど

う
い
っ
た
選
を
方
法

・
基
準
を
特

に
重
視
し
て
い
る
か
」
に
つ
い
て

は
、
本

写
卒
の
場
合
、
第
１
位
が

「面
接
結
果
」
、第
２
位

「争
記
武

験
の
成
績
順
」
、第
３
位

「学
校
で

の
専
攻
分
野
」
で
あ
っ
た
。

次
に
、　
一新
卒
採
鳩
者
選
考
の

籐
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎

・
基
本
の

い
う
ば
り
、
空
中
で
は
口
を
開
け

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
義
飛
び
議
す

擁
聞
の
勢
い
と
空
中
で
の
バ
ラ
ン

ス
が
飛
撤
離
に
大
き
く
影
響
す

る
導
な
ど
、
日
頃
の
経
験
か
ら
く

る
歯
に
ま
つ
わ
る
話
題
が
極
々
述

べ
ら
れ
た
っ
九
麹
劇
郎
教
授
な
多

く
の
甕
床
経
験
な
ろ

↓上
下
の
歯

の
臨
み
合
わ
せ
の
状
態
が
く
ず
れ

て
い
る
と
立
っ
た
時
の
姿
勢
が
傾

，梁

肇

盗
雲
三
密
貝
教
授
窪
雪゙
学

部
）
が
、
６
月
５
日
、
ア
メ
リ
カ

≡
ミ
シ
ガ
ン
嬢

・
ノ
バ
イ
で
行
わ

鍵
力
＞生
ユ
レて
持
獲
重
視
し
て
い
る

能
力
は
何
か
４
に
つ
い
て
は
、
大

学
卒
の
場
合
、
第
１
位

一行
動
カ

。
実
行
産

、第
２
位

駅
越

与

（

欲
」
、第
３
位

「論
理
的
意
考
力
」◇

で
あ

っ
た
ｃ

こ
の
調
査
結
果
で
企
業
金
て
を

判
断
す
る
の
な
難
し
い
が
、
い
ず

れ
た
し
て
も
採
用
試
験
に
お
け
る

一蕊
接
」
は
重
要
で
あ
り
、　
一行

動
刀
・
実
行
力
一「数
笙
露↑

意
欲
」

き
、
瞳
み
合
わ
せ
を
正
し
く
治

す
と
姿
勢
も
よ
く
な
る
義
嘘
み

合
わ
せ
と
姿
勢
、
姿
勢
と
歌
唱

力
塩
噛
み
合
わ
せ
、
姿
勢
、
バ

ラ
ン
ス
が
長
く
な
る
と
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
の
飛
距
離
も

仲
び
る
』と
述
べ
た
↓
終

わ
り
に
上
下
の
簡
の
エ

し
い
瞳
み
合
わ
せ
は
心

身
の
活
性
を
高
め
る
の

に
雀

上
ら
、
生
琴
″
通

じ
で
江
し
い
魅
み
合
わ

せ
を
維
持
す
る
こ
と
は

健
康
の
創
造
に
繋
が
る
と
ま
と

め
た
。

楽
し
く
有
慧
義
な
パ
ネ
ル

・

デ
イ
ス
カ
ン
シ
ョ
ン
で
あ

つ
た
ｃ

奮
妃
型熱と

目

れ
た
第
６
回
国
際
品
質
機
能
展
開

（Ｑ
Ｆ
Ｄ
）
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム
ー

２
０
０
０
１
で
の
赤
尾
賞
緩
賞
式

に
離
席
し
、
２
０
０
０
年
度
授
賞

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

赤
堤
質
は
、
世
界
的
に
有
名
な

が
あ
る
学
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
稚
か
で
あ
ろ
う
っ

し
か
し
な
が
ら
、
面
犠
試
験
ま

で
進
む
の
が
困
難
で
あ
る
の
が
現

状
で
は
な
い
か
っ

人
事
消
息

姦
育
鬱
尋

採
用

⌒平
成
１２
年
６
月
≧
留
付
）

◇
経
営
学
部
▼
客
長
教
授
小
浦
率

正

（生
産
管
理
論
）
○
歯
学
部
▼

助
手
久
保
全
弥

（四
陸
解
秘
学
講

座
）
▼
助
手
最
出
一警
朗
（内
を
写

議
窪
子を
癌
村
上
記
全
驚
存
と

退
職

釜
モ成
１２
年
５
月
３．
日
付
）

〇
歯
学
蔀
▼
講
師
原
瀬

一
郎

⌒内

科
学
講
摩
）

（平
成
弦
年
６
月
調
霞
付
）
０
歯

学
部
▼
講
師
率
本

一
努

（歯
科
矯

軍
写
斐
笠

筐
療
呼

採
簗

⌒平
成
１２
年
５
月
１
日
付
）

◇
つヽ
Ｄ
Ｉ
◇
歯
登
堡
紳
▼
肴
上
勝

秋
○
略
属
病
院
◇
看
護
婦
▼
加
藤

み
か
０
確
癌
村
上
記
念
病
院
◇
看

護
婦
▼
瀬
古
恵
理
答

（平
成
１２
年
６
月
１
日
行
）
Ｏ
始

属
病
院
◇
看
謹
好
▼
岩
隠
良
枝
○

聴
癌
村
上
記
念
病
院
◇
看
護
帰
▼

四
原
香
級

昇
任

⌒ギ
威
１２
年
６
月
１
日
付
）

「麗
各
満
足
の
た
め
の
新
製
品
開

発
手
法
と
し
て
の
Ｑ
Ｆ
つ
こ
の
発

擁
者
赤
尾
洋
二
博
士

（本
学
経
営

学
部
数
接
）
の
功
績
を
記
念
Ｌ

て
、
と
９
９
６
年
に
ア
メ
リ
カ
、

Ｑ
Ｆ
Ｄ
研
究
所
が
創
立
し
た
賞
で

あ
る
。

毎
年
ア
メ
リ
カ
、
ョ
ー

ロ
ッ

パ
、
国
本
か
ら
３
ヽ
４
名
が
選
ば

れ
て
弟
り
、
本
笙
度
は
ア
メ
リ
カ

ー
名
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
ユ
名
、

磐
本

１
恙
と
な

っ
た
っ

○
附
属
村
上
記
念
病
院
◇
藝
奄
駿

婦
長
▼
松
原
直
子
（同
病
院
一賓
落
０

退
駿

⌒平
成
１２
年
５
月
範
日
０

Ｐ
⊃
Ｉ
◆
善
碁
医
師
▼
坂
阻
恒
康

Ｏ
附
属
村
上
記
念
病
院
〈》
卿
看
護

婦
長
▼
神
原
美
鈴
０
右
護
婦
▼
井

上
美
幸

（平
成
鬱
年
７
月
税
日
付
）
Ｏ
附

癌
病
廃
◇
歯
科
衛
生
士
▼
岩
園
亜

〈ク
す会

務
攀

採
用

（平
成
諺
年
６
月
１
割
付
）

▼
小
林
皇
太
（学
事
都
学
生
支
援
課
）

劣

務
鬱

採
嬬

（平
成
セ
年
６
月
甍
周
付
）

◇
附
属
村
上
記
念
病
院
◇
を
護
助

手
▼
林
控
志
衣
▼
星
津
さ
や
か

〔訂
正
〕

５
月
号
で
階
癌
軒
上
記
念
病
院

の
眼
料
を
紹
介
し
ま
し
た
が
客
員

教
授
の
北
澤
先
生
の
診
療
層
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

訂
江
し
、
お
一流
び
い
た
し
ま
す
。

中毎
月
第
２

・
第
４
月
曜
創
↓

毎
月
第
２

・
第
４
金
曜
日
一


